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【
議
案
第
２
号
】
南
島
原
市

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　「
犯
罪
等
　
犯
罪

及
び
こ
れ
に
準
ず
る
心
身
に

有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
行

為
」
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

判
断
す
る
の
か
。

　
　
　
　「
有
害
な
影
響
を

及
ぼ
す
行
為
」
と
は
、
犯
罪

ま
で
は
い
か
な
い
が
、
こ
れ

に
類
似
す
る
よ
う
な
行
為
で
、

相
手
方
の
心
身
に
有
害
な
影

響
を
及
ぼ
す
性
質
を
有
す
る

行
為
を
言
う
。
犯
罪
と
は
、

刑
法
そ
の
他
の
刑
罰
法
令
に

触
れ
る
行
為
を
意
味
し
、
交

通
事
故
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
見
舞
金
が
30
万
円

と
10
万
円
と
あ
る
が
基
準
は

設
け
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
規
則
で
定
め
て
お

り
、
遺
族
見
舞
金
が
30
万
円
、

重
傷
病
見
舞
金
10
万
円
は
、

１
カ
月
以
上
病
院
に
か
か
っ

た
場
合
と
な
っ
て
い
る
。

【
議
案
第
25
号
】
南
島
原
市

へ
き
地
保
育
所
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
北
有
馬
田
平
保
育

所
は
、
平
成
25
年
か
ら
休
園

し
て
い
る
が
、
今
回
廃
園
に

し
た
根
拠
は
。

　
　
　
　
保
育
所
、
幼
稚
園

に
お
い
て
も
、
入
所
児
童
数

が
非
常
に
激
減
を
し
て
き
て

い
る
状
況
で
、
今
回
、
統
合

を
機
に
、
へ
き
地
の
保
育
所

を
廃
止
す
る
。

【
議
案
第
34
号
】
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
（
建
築
）

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　
予
定
価
格
に
対
す

る
落
札
率
は
。

　
　
　
　
落
札
率
は
95
・

52
％
で
あ
る
。

　
　
　
　「
制
限
付
一
般
競

争
入
札
」
で
入
札
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
制

限
を
か
け
た
の
か
。
又
「
地

域
要
件
」
と
は
。

　
　
　
　
ク
ラ
ス
は
建
築
Ａ

で
、
格
付
け
の
等
級
Ａ
と
の

制
限
で
、「
地
域
要
件
」
は
、

市
内
に
本
社
を
有
す
る
者
、

市
内
に
委
任
営
業
所
を
有
す

る
者
、
長
崎
県
に
本
社
、
営

業
所
を
有
す
る
者
、
各
そ
れ

ぞ
れ
総
合
数
値
を
設
定
し
、

そ
れ
に
該
当
す
る
業
者
が
参

加
で
き
、Ｊ
Ｖ
と
い
う
形
で

企
業
体
を
組
ん
で
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
。

【
議
案
第
35
号
】
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
（
電
気
）

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　
落
札
率
は
。

　
　
　
　
落
札
率
は
90
・

55
％
で
あ
る
。そ
れ
と
、
こ
の

Ｊ
Ｖ
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
市
の
ほ
う
で
作
っ
て

い
る
。こ
れ
は
、口
之
津
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
と
き
に
、Ｊ
Ｖ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
、

そ
れ
を
適
用
し
今
回
も
実
施

を
し
、内
容
は
、「
電
気
」
に

つ
い
て
は
発
注
契
約
が
２
億

円
以
上
で
あ
れ
ば
、
２
Ｊ
Ｖ
、

二
つ
の
企
業
が
企
業
体
と
い

う
形
で
組
織
を
し
て
応
札
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

質
疑
終
了

反
対
討
論

議
案
34
号
の
理
由
と
同
じ

で
、
一
つ
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
反
対
で
あ
る
の
で
、

反
対
。

賛
成
討
論
な
し
、
起
立
採
決

の
結
果
、
議
案
第
35
号
は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

質  

疑
答  

弁
答  

弁

答  

弁
答  

弁
答  

弁
質  

疑

答  

弁
質  

疑

質  

疑
質  

疑

質  

疑

【
議
案
第
１
号
】
南
島
原
市

公
共
施
設
整
備
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
基
金
に
よ
っ
て
改

修
す
る
施
設
は
ど
れ
く
ら
い

か
。

　
　
　
　
総
合
管
理
計
画
の

作
成
時
に
お
い
て
３
６
７
施

設
あ
る
。

【
議
案
第
６
号
】
南
島
原
市

選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
　
　
　「
記
載
し
て
は
な

ら
な
い
」
を
「
記
載
し
、
又

は
記
録
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
改
正
し
て
あ
る
が
、
記
載

と
記
録
の
違
い
は
。

　
　
　
　
記
載
は
紙
で
の
提

出
。
記
録
は
電
子
で
の
提
出

を
意
味
し
、
今
回
電
子
デ
ー

タ
で
提
出
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
。

【
議
案
第
８
号
】
南
島
原
市

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
　
　
　
園
長
は
保
育
資
格

が
必
要
な
の
か
。

　
　
　
　
必
要
な
い
。

【
議
案
第
12
号
】
南
島
原
市

支
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
地
番
が
間
違
っ
て

い
る
事
例
は
他
に
は
な
い
の

か
。

　
　
　
　
今
回
の
例
規
改
正

に
伴
う
も
の
だ
け
で
、
他
の

施
設
は
調
べ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
全
公
共
施
設
調
べ

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
全
施
設
調
査
す
る
。

【
議
案
第
13
号
】
南
島
原
市

内
部
組
織
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
認
定
こ
ど
も
園
を

民
間
に
払
い
下
げ
る
と
い
う

考
え
は
全
く
な
い
の
か
。

　
　
　
　
い
ま
の
と
こ
ろ
な

い
。

【
議
案
第
15
号
】
南
島
原
市

消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
　
　
　
現
在
の
団
員
数
と

今
後
の
方
針
は
。

　
　
　
　
現
在
の
定
数
１
，

３
４
３
人
に
対
し
て
、
団
員

数
は
１
，
２
６
６
人
で
77
名

が
欠
員
し
て
い
る
。
方
針
に

つ
い
て
は
検
討
す
る
。

【
議
案
第
39
号
】
令
和
元
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

（
地
域
振
興
部
関
係
）

　
　
　
　
結
婚
新
生
活
支
援

事
業
補
助
金
は
何
件
ぐ
ら
い

の
人
が
貰
わ
れ
た
の
か
。

　
　
　
　
現
在
13
名
の
方
が

申
請
を
さ
れ
て
い
る
。

【
長
崎
県
の
施
策
に
関
す
る

要
望
・
提
案
に
係
る
市
議
会

か
ら
の
提
案
に
つ
い
て
】

　
県
へ
の
市
議
会
か
ら
の
提

案
に
つ
い
て
、「
世
界
遺
産
関

連
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
」

「
島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
構

想
及
び
九
州
西
岸
軸
構
想
の

推
進
に
つ
い
て
」「
島
原
手
延

そ
う
め
ん
の
産
地
振
興
に
つ

い
て
」「
土
石
流
被
災
家
屋
保

存
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て
」

の
項
目
に
つ
い
て
、
２
日
間

に
渡
り
慎
重
審
議
を
行
っ
た

が
、
提
案
通
り
の
内
容
で
、

報
告
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
長
報
告

議
案
26
件
を
原
案
可
決
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田中次　
委員長

総
務
委
員
長
報
告

議
案
17
件
を
原
案
可
決

松永忠次
副委員長

当
初
予
算
の
歳
入
歳
出
に
対

す
る
主
な
質
疑
に
つ
い
て

（
総
務
部
関
係
）

　
　
　
　
厳
し
い
財
政
状
況

と
言
い
な
が
ら
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
費
、
11
億
円
が

20
億
円
あ
ま
り
に
な
り
、
多

目
的
運
動
広
場
も
今
に
な
っ

て
２
億
７
千
万
円
も
増
額
し

て
き
て
い
る
。
財
政
課
と
し

て
き
ち
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
大
型

事
業
に
つ
い
て
は
、
予
算
編

成
の
過
程
に
お
い
て
、
財
政

課
で
は
判
断
せ
ず
、
市
長
の

判
断
を
仰
い
で
い
る
。

（
地
域
振
興
部
関
係
）

　
　
　
　
人
材
育
成
事
業
補

助
金
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業

が
対
象
か
、
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
実
績
は
。

　
　
　
　
人
材
育
成
の
た
め

の
研
修
や
、
産
業
の
育
成
、

特
産
品
の
開
発
な
ど
の
事
業

が
対
象
で
、
姉
妹
都
市
で
あ

る
小
豆
島
や
与
論
島
へ
の
マ

ラ
ソ
ン
、
史
談
会
、
サ
ッ
カ
ー

な
ど
の
派
遣
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ

ジ
・
シ
ラ
キ
ノ
は
、
収
入
も

な
い
の
に
支
出
が
増
額
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
。

　
　
　
　
白
木
野
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
経
費
や

デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
製
版
機

の
購
入
費
を
計
上
し
た
。

（
市
民
生
活
部
関
係
）

　
　
　
　
レ
ジ
袋
が
４
月
か

ら
廃
止
と
か
禁
止
と
い
う
情

報
が
あ
る
が
、
ど
う
な
る
の

か
。
ま
た
、
レ
ジ
袋
廃
止
と

言
い
な
が
ら
自
治
会
配
布
文

書
が
ナ
イ
ロ
ン
の
袋
に
入
っ

て
く
る
が
、
今
後
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
レ
ジ
袋
の
有
料
化

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
整
理
が

で
き
て
お
ら
ず
、
環
境
課
と

し
て
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
推

進
を
重
視
し
て
い
る
。
現
在
、

口
之
津
と
加
津
佐
が
キ
ャ

リ
ー
バ
ッ
グ
を
利
用
し
て
自

治
会
配
布
を
行
っ
て
お
り
、

新
年
度
か
ら
は
市
内
全
部
の

自
治
会
も
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
に

替
え
る
予
定
で
あ
る
。

（
農
林
水
産
部
関
係
）

　
　
　
今
年
は
ヒ
ヨ
ド
リ
の

被
害
が
か
な
り
出
て
い
る

が
、
鳥
獣
被
害
防
止
交
付
金

の
中
に
ヒ
ヨ
ド
リ
の
駆
除
に

対
す
る
補
助
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
現
在
、
ヒ
ヨ
ド
リ

に
対
す
る
補
助
は
な
い
が
、

今
は
イ
ノ
シ
シ
よ
り
ヒ
ヨ
ド

リ
の
被
害
の
方
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、

市
と
し
て
も
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

（
福
祉
保
健
部
関
係
）

　
　
　
　
湯
楽
里
の
工
事
費

が
非
常
に
高
額
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
工
事
を
す
る
の
か
。

　
　
　
　
山
側
か
ら
の
地
下

水
が
駐
車
場
の
舗
装
の
下
を

流
れ
、
舗
装
面
が
波
打
っ
て

い
る
た
め
、
暗
渠
を
設
置
し
、

駐
車
場
の
両
側
か
ら
排
水
す

る
改
修
工
事
と
路
面
の
補
修

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

（
３
日
間
に
わ
た
り
様
々
な

質
疑
が
行
わ
れ
た
）

質
疑
終
了
後
、
反
対
討
論
が

あ
り
、
起
立
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り
議
案
第
43

号
は
可
決
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。
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【
議
案
第
27
号
】
南
島
原
市

営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
利
率
が
変
わ
る
と

い
う
こ
と
だ
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
か
。

　
　
　
　
民
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
今
ま
で
一
定
だ
っ

た
法
定
利
率
を
年
３
％
に
改

正
の
う
え
、
３
年
ご
と
に
利

率
の
見
直
し
を
行
う
。

【
議
案
第
28
号
】
南
島
原
市

企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て　
　
　
　
企
業
職
員
の
給
与

改
正
の
内
容
を
知
り
た
い
。

　
　
　
　
人
事
院
勧
告
の
趣

旨
に
沿
っ
て
、
企
業
職
員
の

給
与
の
一
部
を
改
正
し
、
現

在
の
住
居
手
当
１
万
２
千
円

以
上
を
、
一
般
職
と
同
様
の

１
万
６
千
円
に
改
正
す
る
。

【
議
案
第
39
号
】
令
和
元
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

（
建
設
部
関
係
）

　
　
　
　
歳
出
で
減
額
に

な
っ
た
箇
所
は
ど
こ
か
、
ま

た
、
何
か
所
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
主
な
路
線
は
、
有

家
町
の
市
道
西
広
野
線
、
北

有
馬
の
市
道
西
清
水
線
な
ど

で
全
体
で
は
６
か
所
の
予
定

で
あ
る
。

（
農
林
水
産
部
関
係
）

　
　
　
　「
鳥
獣
被
害
防
止

総
合
対
策
交
付
金
」
を
減
額

し
て
い
る
が
、
２
次
募
集
は

し
た
の
か
。

　
　
　
　
イ
ノ
シ
シ
の
防
護

柵
や
電
気
柵
な
ど
、
例
年
ど

お
り
２
次
募
集
を
し
た
結
果

の
減
額
で
あ
る
。

（
水
道
部
関
係
）

【
議
案
第
48
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
下
水
道
事
業
会

計
予
算

　
　
　
　
地
方
債
の
残
高
は

ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
令
和
元
年
度
末
で

は
28
億
８
，
６
９
５
万
７
千

円
の
見
込
み
で
あ
る
。

【
長
崎
県
の
施
策
に
関
す
る

要
望
・
提
案
に
係
る
市
議
会

か
ら
の
提
案
に
つ
い
て
】

　
委
員
か
ら
、
今
年
は
わ
か

め
養
殖
が
原
因
不
明
の
不
漁

だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
県
に

対
し
、
こ
の
原
因
の
究
明
を

し
て
頂
く
こ
と
と
、
最
近
の

温
暖
化
に
適
応
す
る
種
苗
の

改
良
な
ど
を
研
究
す
る
施
設

の
設
置
を
追
加
要
望
し
て
ほ

し
い
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
、
協
議
の
結
果
、
追
加
要

望
と
し
て
、
議
長
に
申
し
出

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告

議
案
第
43
号
を
原
案
可
決

質  

疑
答  

弁

答  

弁
答  

弁

質  

疑

質  

疑

答  

弁
質  

疑

質  

疑
答  

弁

金子憲太郎
副委員長

農
林
水
産
委
員
長
報
告

議
案
10
件
を
原
案
可
決

金子憲太郎
委員長

捕獲されたイノシシ


